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研究成果の概要（和文）：本研究は、企業の生産現場の考察を長期的な視野で行いそのなかで工場創設以来の能
力構築進化のあり方の解明と、進化の要因の影響を明らかにする。これまでの調査と連動し、主に日本企業の海
外現場に焦点を合わせて実地調査を行い、海外工場史のデータベース構築とその成果を『海外現場の工場史』と
してまとめる。先の研究で抽出された要因を起点とし環境悪化に翻弄されながらも能力構築を続け生き残れる工
場はどのような組織か、また閉鎖された工場は何が問題だったのかを歴史的、実証的に明らかにし、過去のフィ
ールドノート等のアーカイブの拡大、海外現場工場史のデータベースの確立、産業毎の調査ノート・収集資料等
のデータベース化を行う。

研究成果の概要（英文）：This research examines production sites of firms from a long-term 
perspective, and in doing so, clarifies the evolution of capability building since the founding of 
the factory and the influence of the factors behind this evolution. In conjunction with previous 
research, we will conduct on-site research focusing on the overseas sites of mainly Japanese 
companies, construct a database of overseas factory history, and compile the results as “Factory 
History of Overseas Sites”. Using the factors extracted in the previous research as a starting 
point, we will examine historically and empirically what kind of organizations are factories that 
can continue to build capability and survive despite being at the mercy of environmental 
deterioration, and what the problems of factories that have closed down are. We will expand the 
archive of past field notes, establish a database of overseas factory history, and create a database
 of research notes and collected materials for each industry.

研究分野： 経営戦略

キーワード： 海外現場の工場史　グローバル能力構築競争　現場資料のアーカイブ　フィールドノート

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は「ポスト冷戦期の終わり」に日本および世界の産業現場が立っていると考え、日本国内のマザー工場の
奮闘に対応する形で海外現場が逆境下においてどのような行動を選択し、いかにして存続や消滅したかを現場史
の観点から分析し「グローバル能力構築競争」の激化に直面するであろう国内外の産業現場に対して、多くの洞
察と教訓をもたらすものと考えられる。今まで蓄積した日本企業の国内現場に絞った工場史研究、フィールドノ
ート、現場資料のアーカイブの拡大、国内現場の工場史と対応し海外現場の工場史データベースを確立すること
は学術的貢献のみならず、今後の多くの研究者のための社会的基盤づくりを行ったことは社会的意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」 
ポスト冷戦期においては冷戦期に蓄積した巨大な国際賃金格差が一気に顕在化したため、新興
国に対して生産性で上回る日本の貿易財の国内優良現場も、単位コストでは多くが劣勢に立っ
た。しかし、2010 年代に入る前後から、国際賃金差の急速な縮小化が明らかになった。他方、
日本の優良国内現場は、この間も物的生産性の向上を続けたため、単位コストで日本の国内現場
が新興国現場に勝る状況も業種によっては出てきた。 
そうなれば新興国の工場も、自ら生産性向上などの能力構築努力を強化しない限り輸出拠点と
してのコスト競争力維持は難しくなる。かくして 2010 年代は、多くの貿易財産業で、先進国と
新興国、双方の現場を巻き込んだ「グローバル能力構築競争」が活発化する時代だと規定するこ
ともできよう。つまり、①1970～80 年代は「先進国間の能力構築競争」が自動車など世界貿易
財産業で活発であったが、②1990～2000 年代は一転して、冷戦終結により顕在化した主要新興
国の相対的低賃金が世界の貿易構造に圧倒的な影響を与える時代となり、各国の企業・産業はい
わば「グローバルな低賃金活用競争」を経験し、中国は「世界の工場」と称された。しかし、③
2005 年前後から、国際賃金差の急速な縮小傾向が明らかになり、その結果 2010 年代には、多
くの貿易財産業で、各国現場の能力構築努力による物的生産性向上の成否が世界貿易に与える
影響が再び高まる局面、つまり「グローバル能力構築競争」の時代に入りつつある。 
こうした歴史的な転換点、すなわち「ポスト冷戦期の終わり」に、日本および世界の産業現場が
立っていると考えるなら、ポスト冷戦期における日本の現場が、逆境下においてどのような行動
を選択し、結果としていかにして存続あるいは消滅したかを、現場史の観点から分析することは、
次の時代に「グローバル能力構築競争」の激化に直面するであろう国内外の産業現場に対して、
多くの洞察と教訓をもたらすものと考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、企業の生産現場（工場）の考察を一時点ではなく長期的な視野で行う。つまり「工
場の歴史」である。そのなかで、工場創設以来の能力構築の進化のあり方の解明を縦軸としつつ、
その進化にいかなる要因が影響していたのかも明らかにする。 
我々はこれまでの国内外の現場調査で、すべて詳細なフィールドノートを作成して蓄積してお
り、国内調査に限っては、その成果をまとめて出版している。また、現場調査ノートや資料のア
ーカイブを構築してきた。しかし、同時期に日本企業の海外拠点開設が相次いだため、その海外
拠点自体の能力構築も当該企業にとっては重要なテーマである。本研究では、これまでの調査と
連動して、主たる研究対象を日本企業の海外現場に焦点を合わせて実地調査を行い、海外工場史
のデータベース構築とその成果を『海外現場の工場史』としてまとめる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、先行的に共同研究を行ってきたうえで抽出された要因を、「工場」を起点として、
（１）工場にとっての外部要因（新たな競争者の出現、為替レートの変動などの経済環境、本社
など上位組織の意思決定など）、（２）工場も含めた企業組織の要因（工場間の関係、事業部門と
の関係）、（３）工場の内部要因（組織的要因、生産現場レベルの組織能力や競争力、「生産」以
外の機能）に分けて、以上のような諸要因をベースにして、本社の決定や環境悪化に翻弄されな
がらも、能力構築を地道に続けられる工場はどのような組織か、どのような場合にどのように生
き残るか、あるいは閉鎖された工場では何が問題で生き残れなかったかを、歴史的、実証的に明
らかにする。国内現場の工場史と対応する関係で海外現場の工場史のデータベースを確立する
ことで、今後の多くの研究者のための基盤とする。本研究プロジェクトでは、産業ごとに分けて、
①文献・資料の収集・調査、②事前ヒアリング、③企業の工場及び本社・事業部等の実地調査、
④企業・工場での調査ノート・収集資料等のデータベース化による社会的共有化を行う。 
 
４．研究成果 
本研究プロジェクトでは、産業ごとに分けて、①文献・資料の収集・調査、②事前ヒアリング、
③企業の工場及び本社・事業部等の実地調査、④企業・工場での調査ノート・収集資料等のデー
タベース化による社会的共有化を行いつつ、国内外での論文・学会発表等の研究発表を行った。 
研究初年度の令和 2年度は、企業の生産現場の考察を一時点ではなく長期的な視野で行い、その
なかで工場創設以来能力構築の進化のあり方の解明と進化の要因の影響を明らかにするために、
これまで行ってきた調査と連動し日本企業の海外現場に焦点を合わせ実地調査を行い、海外工
場史のデータベース構築とその成果を『海外現場の工場史』としてまとめる準備を行った。具体
的に、先の研究で抽出された要因を起点とし①工場にとっての外部要因②工場も含めた企業組
織要因③工場内部要因に分け、諸要因をベースに本社の決定や環境悪化に翻弄されながらも能
力構築を地道に続け生き残れる工場はどのような組織か、また閉鎖された工場は何が問題だっ
たのかを歴史的、実証的に明らかにするために、今まで蓄積してきたフィールドノート等のアー



カイブを拡大し、国内現場の工場史と対応する関係で海外現場の工場史のデータベースを確立
し、産業毎に調査ノート・収集資料等のデータベース化による社会的共有化を行い始めた。 
令和 3 年度と 4 年度は、COVID-19 の真っ只中で、本来計画していた研究代表者と分担者らが各
担当産業を中心に実地調査を実施し、海外現場調査のデータベースを継続する予定であったが、
海外への渡航が実質的に不可能になり、海外工場への実地調査が実現できなかった。したがって、
これまでの産業毎の調査ノート・収集資料等のデータベース化を行いつつ、そこから得られた成
果を発信した。 
最終年度の令和５年度は、COVID-19 によって 2 年間実施できなかった海外現地調査をある程度
実施し、海外工場史のデータベース化を図りつつ、その成果を研究論文としてまとめて出版した。
具体的に、研究代表者はイタリアとベトナムの海外現場を訪問して、海外現場のフィールドノー
トを作成した。また研究分担者たちは米国のデトロイトの自動車産業、韓国の化学産業などの海
外現場を訪問して、海外現場のフィールドノートを作成した。またこれまでの成果を発信するた
めに、『日本国内現場の工場史』の出版に歩調を合わせて、『海外現場の工場史』としてまとめて
出版する準備を行った。 
これまでの研究成果をまとめると、以下の通り図書６冊、論文 40 本、学会等報告 53 回である。 
令和 2 年 雑誌論文 14 件、国内学会発表 6件・国際学会発表 2件、図書 2件 
令和 3 年 雑誌論文 12 件、国内学会発表 4件・国際学会発表 8件、図書 3件 
令和 4 年 雑誌論文 10 件、国内学会発表 11 件・国際学会発表 8件、図書 1 件 
令和 5 年 雑誌論文 4件、国内学会発表 8件・国際学会発表 6件 
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